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Dexterによる理論的研究以後 ,麓陸佐と光の相互作用 に関する研究は ,近

年 .盛んに実験 ,理論の両面か ら ,推進 されていることは ,周知の通 りである｡

完全結晶では ,とくに ,ベ ロボスカイ トやJt,チll,型結晶などでの t甲OmagnOn

ab-sorptionや oneand twomagnonscatteringが論 じら-礼 ,か な り

の成果 を納めて いるO

一方 ,磁性不純物 を含む結晶の同棲の実験が ,V'くつか報告されているが ,

その実験の理解のために ,まず ,-我 々は ,次の様 な模型でのス ピン波の性質に
ついて ,謝べてみる｡
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(1)紘 ,2つの不純物が nearestneigh-borに位置するときのHamilt?nian･

東)純粋を結晶でのmagnonSideband･の解析に利根川は ,1つの不純物を含む反強

菰佐藤の模型を用いているO (･see.Frog.Theor.Phys･如 1195)
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(1)rは,2つの不純物が ,離れている場合 (計算には ,最近接原子間隔の5倍

とした｡ )のHamiltoniaIlである｡
戟)

-闇 ,tl)'をHolsteinPrirr払kovの変換を用い.magnon OperatOrで展開

し ,その5次以上は落 とす｡次に

cl-∑Tj?ajで eAbe+J
(2)

た ゞし ,aj,bgは ･各々A-sublattice

Aはmodeの index

B-sublatticeの magnon operator.Fは振 巾

の運動方程式は ,free spinwaveの Green functionGjj･,Gje･.GeJ一

とGee･(seeTonegawa)の線型結合

F.=∑ViGji+誉vk Gjkj
1

Fc=∑viGei+誉vkGekl

(5)

と代入すると ,Vi,Vkに関するhomogeneous equationが得られるO 従 っ

て ,次の固有値方程式

ff｡G==1 (4)

が得 られ .エネルギー準位の計算が行なえる.

HやGは ,(1)の模型では .16× 16 (2)では ,18× 18の行列であるが .

不純物を結ぶ軸に開し ,5回回転対称があるので ,夫々4×4の行列が ,2つ

ずつ分離するので ,残 り 8×8おゝよび 10× 10の行列で表わされる固有値

方程式を計算すればよい.計算籍束の一部を図 1に示した｡ この計算を用いて
.I(-

麗々は J初めqCも述べたQ

CX･)
1)不純物を含む結晶のmagnon s'ide bandの分析や

記号は ;木体よく用いられている･ものなので ,説明は省略する.
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異在る不純物を含む反強砲性体のスピン波の不純物準位について

2)異なる impurityが近傍にあるときの不純物準位の変動 そ の ものにつ

いての議論が出来るo例えば one impurityproblemで存在 した ,

so･pおよびdTmOdeの局在性の良さが図 1に見 られる｡

図1 スピ＼ン波の不準物準位のα (-JH/I)依存性

た ゞL J'/J-1.1 S'/S-g'/S-1

D-D'- D'′-0 としたO

上記の実験の分析のみならず ,その他-の適用が考えられようO

-826-


